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州
第
二
回
家
教
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ュ

i
ム
・
報
告
M

、
宗
教
法
の
体
系
化
に
つ
い
て

大

荘

〈

独

柄

欄

学
)策
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ret 

:bi 

電撃

し

こ
れ
ま
で
の

b
が
滋
で
は
、
宗
教
法
に
関
連
し
て
総
数
の
自
治
、
国
家
と
宗
教
と
の
関
係
、
宗
教
行
政
、
宗
教
面
体
の
法
的
性
格
な
ど

に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

領
別
的
、
部
分
的
で
、
又
一
面
釣
な

そ
れ
ぞ
れ
有
援
な
研
究
が
晃
ら
れ
る
c

し
か
し
と
れ
ら
は
、

も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
研
究
の
内
務
が
、
宗
教
法
を
総
合
体
系
的
に
み
た
場
合
に
、

そ
れ
が
ど
の
位
慣
に

緩
か
れ
る
べ
き
も
の
か
、
叉
ど
の
事
項
に
含
ま
し
め
て
論
ず
べ
設
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
の
た
め
、
ま
と
ま

'っ

た

つ
の
独
立
し
た
学
問
と
し
て
の
宗
教
法
、
す
な
わ
ら
総
合
体
系
的
な
宗
教
法
を
研
究
ナ
る
の
も
、

あ
な
が
ち
無
益
で
も
な
い
よ
う

に
思
う
。
そ
こ
で
こ
こ
に
、
自
分
な
ち
の
考
え
に
基
づ
い
て
作
弔
た
総
合
体
系
的
な
宗
教
法
を
、
混
と
し
て
そ
の
体
系
と
事
実
的
内
容
と

に
つ
い
て
、
報
告
発
表
す
る
こ
と
に
す
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
は
、
私
の
全
く
の
独
創
で
あ
っ
て
、

い
わ
ば
一
試
論
に
過
ぎ
な
く
、
会
員

諸
費
の
ど
批
判
と
ご
叱
正
と
を
請
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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濠

の

犠

饗

宗
教
法
の
内
容
を
概
略
す
れ
ば
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
殺
初
に
、
便
宜
の
た
め
に
、
事
項
毎
に
分
け
て
掲
げ
る
こ
と

に
す
る
〈
以
下
こ
れ
疫
機
幽
略
家
項
と
野
稔
す
る
〉
。

総

論

第

宗
教
法
の
観
念

て
宗
教
に
関
す
る
法
的
現
象

て
圏
内
宗
教
法
と
閣
僚
宗
教
法

一
、
宗
教
法
の
定
義

第

宗
教
法
の
法
源
ハ
わ
が
国
に
お
け
る
〉

一
、
宗
教
成
文
法

宗教法の体系化について

口付

統
教
騎
係
法
令

臨
接
続
教
法
令

治
教
成
文
法

二
、
宗
教
償
閣
法

、
宗
教
特
例
法

統

教

機
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一
、
滋
家
と
宗
教

付
(1) 
政
教
関
係

史
的
考
察

単
一
鍛
度

M
W
即
器
官
柑
山
門
帥
m
m
M
可
研
持
品
一
宮

(2) 

A
A
口
一
制
度

〈

2
v
-
Z
E回
開
明
僻
吋
文
書
凶

(3) 

公
認
制
度

〉
出

21山内含同盟冨田明朗印刷可申丹持活

(4) 

分
緩
制
度

吋
J

司
冊
目
ロ

E
=開
師
措
可
申

ZHHM

(5) 

波
行
綴
度
、
民
む
よ
芯
ぽ
脚
立
喜
朗
朗
苫

zg

口

各
国
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
及
び
宗
教
自
体

)
 

4
a
a
 
(
 

額
教
制
度
国
家

①
悠
の
宗
教
に
比
し
重
要
な
特
権
と
特
別
の
待
遇

と
金
伴
う
国
教
を
有
す
る
撞
家

② 

国
教
を
有
し
て
い
る
が
他
宗
教
に
対
し
て
別
段

の
幾
別
待
遇
を
せ
ず
信
教
の
白
色
を
保
障
す
る
国

家
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(2) 

公
認
制
度
国
家

(3) 

分
離
制
度
国
家

(4) 

並
行
税
度
屋
家

(5) 

特
殊
関
係
の
悶
曲
家

第
四
一
、
統
治
権
の
現
代
的
観
念

機

治

教

て
治
教
権
の
観
念

二
、
治
教
穫
の
種
類

各

論

第

ト)

指
教
権

監
教
機

宗
教
団
体

、
宗
教
箇
体
の
意
義

{→ 

実
質
的
窓
畿
に
お
け
る
宗
教
関
体

宗
教
団
体
の
柵
概
念

(2) 

実
質
信
濃
畿
に
お
け
る
宗
教
間
体
の
存
在
形
態

口

形
式
的
意
義
に
お
け
る
宗
教
思
体

ニ
、
宗
教
団
体
の
本
賓
と
宗
教
活
体
の
後
類

一
二
、
宗
教
団
体
の
庭
的

(→ 

説

総基
本
際
的

(1) 

教
義
の
笈
布

(2) 

儀
式
の
執
行

四
鶴田

方言

教
団
体
の
構
成
要
素

五

J鶴自白料
理常t

教
団
体
の
種
類

部
閉
随
白
的

目
的
と
一
な
し
得
な
い
も
の

人宗
的教
要因
素体
ーの
g 
自き
と

構
成
重要
素

物
的
要
紫

宗
教
関
体
の
特
色

(::)H 

実
質
的
意
義
に
お
け
る
宗
教
思
体
の
種
類

神

社
神
社
の
意
義

(2) 

明
治
維
新
以
後
の
神
社

(3) 

神
社
制
度
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〈。

神
社
繊
度
上
の
意
義

{② 

神
社
の
法
的
性
質

③ 

衿
社
の
種
類

④ 

社

格

@ 

祭

神

⑥ 

神
社
の
祭
相

① 

神
社
の
社
肢
と
境
内

@ 

神
社
の
氏
?
?
と
娯
敬
老

⑥ 

神
社
明
細
帳

長議

神
社
の
機
関

(4) 

戦
後
の
神
社

G
紬
得
議
指
令
と
神
社

@
宗
教
法
人
令
と
神
社

(5) 

宗
教
法
人
法
と
神
社

品
寸

院

(1) 

寺
院
の
意
義

(2) 

寺
院
と
仏
教

(3) 

寺
院
と
仏
教
宗
派

四
(4) 

寺
院
の
法
人
格
性

(5) 

格
別
の
治
絡
寺
院
の
変
遷

(6) 

考
践
の
定
義

(7) 

寺
震
の
問
的

①
寺
院
の
基
本
自
鵠

②
寺
院
の
鮒
随
間
的

(8) 

寺
院
の
構
成

① 

総

説

② 

{艶

{自

⑥ 

機
信
徒

@ 

基
本
殿
疲

教

会

(2) 

宗教
教会
図の
体憲
法遺産
以
訴
の
教
会

① 

神
仏
道
教
会

② 

神
仏
滋
以
外
の
宗
教
の
教
会

(3) 

宗
教
団
体
法
と
教
会

。
従
前
の
教
会
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回内(対
(1) 

② 

法
人
教
会
と
券
法
人
教
会

③ 

出
中
立
教
会

{② 

従
前
の
判
的
字
及
び
仏
堂

(4) 

宗
教
法
人
令
と
教
会
・
修
道
炭
・
修
遊
会
及
び
教

区
(日)

宗
教
法
人
法
と
教
会
・
修
道
会
・
教
区
及
び
教
罷

教

派

(1) 

教
派
の
意
義
と
沿
革

(2) 

宗
教
思
体
法
と
教
派

(3) 

宗
教
法
人
令
・
宗
教
法
人
法
と
教
派

結b
方言

派

(I) 

宗
派
の
意
義
と
沿
革

(2) 

宗
教
笛
体
法
と
宗
派

(3) 

宗
教
法
人
令
・
宗
教
法
人
法
と
宗
派

(4) 

宗
派
の
変
遷
と
現
況

教

団
教
団
の
意
義

(2) 

宗
教
団
体
法
と
教
陸

(3) 

宗
教
法
人
令
・
宗
教
法
人
法
と
教
団

(4) 

基
督
教
団
の
変
遷
と
現
況

(5) 

イ
ス
ラ
ム
教
箆
の
現
況

第

宗
教
思
体
の
法
人
油
絵

一
、
宗
教
団
体
の
法
上
の
意
義
と
種
類

一行口
二
、
宗
教
盟
体
と
法
人
格

憲
法
上
の
宗
教
団
体

宗
教
法
人
法
上
の
宗
教
悶
体

宗
教
団
体
の
法
人
絡
取
得

(1) 

宗
教
法
人
法
以
前
の
法
人
格
取
得

包)

宗
教
法
人
法
に
お
け
る
法
人
格
取
得

ω
 

一
、
非
法
人
宗
教
部
体

宗
教
法
人
の
性
務

券
法
人
宗
教
間
体
の
存
在

己

権
利
義
務
の
主
体
性

非
法
人
宗
教
関
崎
仰
の
活
動

組側

券
法
人
宗
教
団
体
の
当
事
者
能
力

券
法
人
宗
教
団
体
の
不
利
益
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第第
四

宗
教
団
体
の
包
括
関
係

一
、
包
括
の
機
念

実
質
的
意
義
に
お
け
る
包
括
の
概
念

ω 
形
式
的
意
義
に
お
け
る
包
括
の
概
念

二
、
包
括
形
態

一
ニ
、
包
括
の
法
的
佐
賀

鶴田口付

総

説

包
括
的
宗
教
間
体
の
設
立

包
括
鱗
関
係
の
設
定
、
変
更
及
び
廃
止

包
括
的
宗
教
問
体
の
消
滅

本
来
院
係
及
び
法
類

一
、
本
来
関
係

本
来
関
係
の
意
義

何回腸告白

本
末
関
係
の
沿
本

本
来
関
係
の
性
質

宗
教
団
体
法
と
本
来
関
係

宗
教
法
人
令
と
本
来
関
係

宗
教
法
人
法
と
本
末
関
係

二
、
法

第
五

(去三

本
支
罷
係

類

1付

法
類
の
観
念
と
種
類

法
類
の
権
限

縄問

宗
教
法
人
令
・
宗
教
法
人
法
曹
と
法
類

組

中守

宗
教
団
体
の
機
関

、
総

一
、
総
理
機
箆
及
ぴ
執
行
機
関
側

説

総

説

ロ
管

長

(1) 

の
意
義
と
代
表
役
員
と
の
捷
係

(2) 

斡
語
長
の
起
源
と
沿
本

管
長
の
就
配
及
ぴ
退
任

(3) 。
管
長
の
就
在
の
方
法

@ 

管
長
の
資
格
及
ぴ
員
数

③ 

管
長
の
退
班

(4) 

管
一
慨
深
の
代
務
者
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四
(5) (I) (2) }

 

-z& 
{
 

(2) 

管
長
の
権
能

①
 

管
長
権
の
内
容

② 

管
炎
の
織
佐
機
関

内

局
内
局
の
意
義
と
緩
類

執
行
機
関
型
内
局
の
組
織
と
権
限

住
験
及
び
主
管
者

往

験

G 

住
職
の
章
義

@ 

住
臓
の
資
格

③ 

住
緩
め
名
称

{③ 

住
職
の
就
任
と
退
在

住
職
の
職
務
権
限

@ 
ふ+一

管

者

① 

の
意
義

@'② 

中
+
ム
管
殺
の
名
称

主
管
者
の
資
絡

④ 

主
管
者
の
就
任
と
退
任

@ 

中
十
一
智
者
の
職
務
総
限

三
、
議
決
機
関

(寸

議
決
機
筏
と
そ
の
名
称

議
会
の
組
織
と
議
員
の
任
期

議
会
の
招
集

個師

議
長
及
び
磁
議
長

会
議
の
康
郎

(1) 

議
事
の
定
足
数

(2) 

公
開
及
び
秘
密
会

(3) 

議

決

数

出同

議
会
の
権
限

議
会
と
宗
教
法
人
の
議
決
機
関

密
、
権
獲
査
期
間

審
査
期
間
と
そ
の
名
称

田口

最
変
会
の
組
織

監
査
会
の
機
限

第
六

六
、
務
問
機
関

師

教
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、
教
師
の
意
義

(4) 

信
徒
の
機
利
及
び
義
務

三
、
神
道
に
お
け
る
教
信
徒

総

説

二
、
教
師
の
資
務

、
教
師
の
等
級
と
名
称

五
、
僧

閥
、
教
舗
の
鉦
免
進
退

f15 

湖
、
法
務
教
に
お
け
る
信
徒

総

説

六
、
教
師
及
び
僧
侶
の
権
利
義
務
な
ら
び
に
制
緩

第
七

一
、
総
徳
教
信
徒
氏
子
祭
殺
者

説

二
、
仏
教
に
お
け
る
檀
徒
と
信
徒

徒

口
(I) 

纏
)
 
‘z& {
 

檀
徒
の

五
、
締
役
神
灘
に
お
け
る
氏
子
と
祭
敬
者

子

包}

機
徒
の
資
格

(3) 

積
徒
の
地
位
の
得
漢
と
そ
の
性
質

(4) 

檀
徒
の
権
利
及
び
義
務

信

後
の
意
義
と
穣
徒
と
の
差
異

(2) 

信
徒
の
資
格

(3) 

信
徒
の
地
位
の
得
喪
と
そ
の
性
質

日出付出(岡田口口

教
信
徒

告書

後

信
徒
の
資
格

の
地
位
と
そ
の
取
得
喪
失

信
徒
の
権
利
及
び
義
務

信
徒
運
動
と
そ
の
要
因

氏
(1) 

氏
子
の

と
そ
の
変
遷

(2) 

氏
子
の
資
格
と
そ
の
特
色

。}

氏
子
の
地
位
と
そ
の
得
喪

(4) 

氏
子
の
権
持
及
び
義
務

崇
敬
成
樹
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六
、
総

第
八

(I) 

崇
敬
者
の
意
義

(2) 

嫌
敬
老
の
資
格

(3) 

崇
敬
者
の
地
位
と
そ
の
得
喪

(4) 

崇
教
者
の
権
利
及
ぴ
義
務

代

口付

宗
教
団
体
法
及
び
そ
れ
以
前
に
お
け
る
総
代

宗
教
法
人
令
に
お
け
る
総
代

宗
教
法
人
法
と
総
代

現
行
宗
教
法
人
制
度

て
わ
が
溺
に
お
け
る
宗
教
立
法
の
沿
革

内
(l) 

(N 
(I) (2) 

宗
教
第
五
次
案
審
議
の
概
要

(3) 

宗
教
団
体
法
の
内
容
概
観

宗
教
法
人
令
の
制
定

基
本
的
指
令
と
宗
教
団
体
法

(2) 

宗
教
法
人
令
の
制
定
と
そ
の
性
格

(3) 

宗
教
法
人
令
の
内
容
と
そ
の
特
色

宗
教
法
人
法
の
制
定

宗
教
法
人
令
の
欠
陥

(2) 

宗
教
法
人
法
の
鶴
定

総

鋭

二
、
現
行
宗
教
法
人
制
制
度

信
教
の
良
市
混
と
宗
教
立
法
の
鮫
界

ω{→ 
宗
教
第
一
次
案
〈
明
治
一
一
一
二

法
案
〉

宗
教
制
制
度
調
愛
会

同揺錦

宗
教
第
二
次
案
〈
初
期
和
こ
年
・
法
案
〉

宗
教
第
三
次
案
(
昭
和
問
年
・
法
案
〉

宗
教
第
器
次
案
(
昭
和
十
年
・
繁
業
V

同

宗
教
部
体
法
の
成
立

(1) 

宗
教
第
五
次
案
ハ
昭
和
一
四
年
参
法
案
〉

(→ 
(1) 

日
本
溺
轍
締
法
の
宗
教
及
ぴ
宗
教
団
体
に
関
す
る
規

定
(2) 

宗
教
法
人
制
度
立
法
の
限
界

①
 

総

説

② 

宗
教
及
び
宗
教
団
体
の
定
義

③ 

規
定
範
関
上
の
銀
雰

@ 

規
定
内
容
ょ
の
限
界

A
組
織
に
鰐
す
る
限
界



B
B

作
用
に
関
す
る
限
界

口

現
行
宗
教
法
人
制
度
の
特
色

宗
教
法
人
法
〈
内
容
事
項
省
略
〉

第

九

国
際
諜
教
法

一
、
様
様
宗
教
法
の
観
念

一
一
、
宗
教
事
項
を
含
む
一
般
条
約

一
一
一
、
政
教
条
約

の
申
出

n
o吋
弘
仲

h
w
-

わ
母
国

A
H
O
吋
品
加
帥
・
問
時
国

W
C『

ι掛
川

第
十

地
宗
教
法

こ
れ
よ
り
、
右
の
概
略
事
項
に
掲
げ
た
各
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
、
時
間
の
欝
係
上
、
宗
教
法
の
観
念
を
中
心
に
、
簡
略
に
説
明
し
、

問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
と
思
う
。

宗
教
法
は
宗
教
に
関
す
る
法
で
あ
る
と
観
念
し
た
い
。
私
の
考
え
で
は
、
宗
教
そ
の
も
の
を
直
接
研
究
の
対
象
と
は
し
な
い
。
勿
論
そ

れ
は
、

必
要
な
場
合
は
大
い
に
あ
る
日
か
、
こ
の
場
合
に
も
、
宗
教
法
上
必
要
な
限
度
で
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
宗
教
そ
の
も
の
に
つ
い

吉7宗教法の体系化について

て
は
、
独
立
し
た
宗
教
学
と
い
う
学
問
が
あ
る
。
従
づ
て
、
宗
教
法
学
は
宗
教
の
本
質
正
法
の
本
質
と
の
問
題
等
を
研
究
す
る
の
で
は
な

ぃ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
‘
法
務
学
が
あ
る
。
宗
教
法
学
は
、

ど
こ
宏
明
、
も
宗
教
に
関
す
る
法
を
研
究
の
対
象
内
容

k
す
る
も
の
で
あ

叉
宗
教
社
会
学
、
宗
教
心

或
は
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
は
、

る
。
宗
教
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

と
し
て
、
宗
教
学
が
あ
号
、

宗
教
史
、
宗
教
思
想
史
等
が
あ
号
、
宗
教
法
学
上
、
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
な
り
、
お
借
ち
す
る
な
号
す
れ
ば

定
ち
る
の
で
は
な
い
か
と
怒
う
。
し
か
し
必
要
で
な
い
と
い
う
の
マ
は
な
く
、

た
だ
独
立
し
た
専
門
の
学
掛
け
か
、
折
角
あ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
必
饗
な
も
の
は
、

お
俗
ち
し
て
使
わ
ぜ
て
い
た
だ
け
れ
ば
足
り
る
勺
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
宗
教
法
と
い
う
の
は
、
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宗
教
に
関
す
る
法
で
あ
号
、
宗
教
法
学
は
、
宗
教
に
欝
す
る
法
を
研
究
の
対
象
内
容
と
す
る
学
問
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
宗
教
に
関
す
る
法
的
現
象
を
鵠
題
と
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
が
ど
う
い
う
耐
に
お
い
て
現
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
論

ず
る
必
要
が
あ
る
。
宗
教
に
回
向
す
る
法
的
現
象
は
、
第

に
、
間
関
家
と
悶
剛
氏
側
人
と
の
関
係
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。
-
た
と
え
ば
、
縫
教
の

自
由
と
か
、
信
教
の
自
由
の
衝
突
の
調
整
と
か
は
、
こ
れ
に
蹴
摘
す
る
。
第

に
、
ぞ
れ
は
、

の
関
係
に
お
い
て
波
わ

れ
る
。
勿
論
国
家
と
宗
教
そ
の
も
の
の
関
係
も
、

的
に
は
成
立
す
る
け
れ
ど
も
、

た
だ
宗
教
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
狐
念
を
嫌
う

も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
本
質
上
、
宗
教
団
体
を
組
織
す
る
の
が
必
然
的
の
あ
り
方
で
あ
り
、
結
局
、
具
体
的
に
は
、
滋
家
と
宗
教
活
体

と
の
関
係
が
成
立
し
、
法
的
現
象
も
、
援
家
と
宗
教
語
体
と
の
関
係
に
お
い
て
生
ず
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
従
っ
て
患
家
と
宗
教
と

の
関
係
は
、
現
象
踊
で
は
、
国
家
と
宗
教
鼠
体
と
の
糊
関
係
と
な
る
。
第
一
一
一
に
、
宗
教
に
関
す
る
法
的
現
象
は
、
宗
教
団
体
と
そ
の
内
部
と

の
働
関
係
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

体
も
、
削
減
家
内
の
部
分
社
会
を
構
成
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
間
体
と
し
て

存
立
す
る
た
め
に
は
、
秩
序
念
維
持
す
る
た
め
に
、
自
主
的
な
規
範
安
必
委
と
し
、
こ
の
た
め
に
、
宗
教
団
体
と
そ
の
内
部
と
の
間
関
係
に

お
い
て
、
法
的
現
象
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
爵
に
、

そ
れ
は
、
個
人
と
個
人
と
の
関
係
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

あ
る
俗
人
の

の
践
的
と
他
の
倒
人
の
信
教
の
白
磁
と
の
衝
突
な
ど
は
、
こ
れ
に
属
す
る
。
第
五
に
、

そ
れ
は
、

国
際
関
係
に
お
い
て

も
現
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
の
が
、
宗
教
事
項
を
含
む
一
一
般
条
約
で
あ
る
(
畿
略
事
項
各
論
第
九
、
二
を
参
照
)
。

一
般
条
約

事
項
と
し
て
宗
教
に
関
す
る
定
め
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
近
時
に
は
、
多
数
国
間
に
お
い
て
、
宗
教
事
項
を
重
要
な
一

事
項
と
し
て
締
結
さ
れ
る
条
約
が
目
立
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
第
一
次
大
戦
後
の
少
数
民
族
保
護
条
約
や
、

一
九
四
八
年
の
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約

(
n
Z
4
3
z
oロ
母

国

円

Z
M
V
2
4
2三
g
z
a
H
V
E
Z
F
g
S岬
三
喜
舟
合
言
。
え
の

2
2
E命
〉

な
ど
が
あ
る
。
父
別
に
政
教

条
約
(
わ
C
E
持

母

『

晶

玉

わ
母
国

noHq乱
闘
同
唱

問
。
ロ
ぎ

E
E
)
と
称
す
る
も
の
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
と
も
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
枇
村

郊
の
も
の
と
し
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
概
略
事
項
各
論
第
九
、
三
参
照
〉
。
む
が
習
は
、
勿
論
政
教
条
約
を
締
結
し
て
は
い
な
い
け
れ



ど
も
、
国
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
締
結
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
政
教
条
約
法
、

p
i
ア
法
王
庁
と
諸
国
家
〈
カ
F
り
タ
ク
国
家
〉
と
の
関
の

宗
教
上
の
事
項
に
関
す
る
取
決
め
で
あ
ゆ
て
、

そ
の
内
容
は
政
教
混
合
事
項
ハ
た
と
え
ば
学
絞
教
育
、
婚
姻

、
政
治
と
宗
教
、
蜜
出
現
と
教
会
の
双
方

に
ま
た
が
る
事
項
〉
に
関
し
て
、
弱
点
輔
の
締
結
絡
す
る
範
囲

の
て
い
る
。

般
に
こ
れ
を
麗
際
条
約
の
一
種
と
解
し
て
い
る
。
と
れ
ら
の
点

も
含
め
て
、

一
括
し
て
闘
際
宗
教
法
と
し
て
研
究
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
省
略
事
項
各
論
第
九
、
一
一
一
参
照
〉
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
震
襲
な
も
の
を
体
系
的
に
・
ま
と
め
る
と
、
国
家
と
宗
教
部
体
と
の
関
係
に
お
い
て
現
わ
れ
る
法
的
現
象
は
、
現
今

で
は
、
国
家
の
宗
教
図
体
に
対
す
る
統
治
作
用
す
れ
を
統
一
教
擦
の
作
用
と
名
づ
け
る
。
〉

と
し
て
現
わ
れ
、
と
れ

く
法
〈
こ
れ
や
w

治
教
法

と
名
づ
け
る
。
〉

が
間
同
家
法
と
し
て
の
宗
教
訟
で
あ
雪
、

叉
宗
教
関
体
と
そ
の
内
部
と
の
関
係
に
お
い
て
現
わ
れ
る
法
的
現
象
は
、
宗
教
団

体
の
由
民
認
の
宗
門
に
対
す
る
統
治
作
用
〈
こ
れ
を
治
教
権
の
作
用
と
名
づ
け
る
。
〉

と
し
て
現
わ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
法

〈
こ
れ
ぞ
跡
部
教
法
と
名
づ

け
る
。
)
が
、
祭
教
団
体
の
自
治
法
、
す
な

b
ち
宗
門
白
、
治
法
と
し
て
の
宗
教
法
で
あ
る
。
従
唱
て
宗
教
関
山
体
に
関
し
て
い
え
ば
、
宗
教
箆

家
法
と
宗
門
自
治
法
と
の

つ
に
分
け
ら
れ
る
。
た
だ
宗
教
団
体
の
内
部
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て
、

た
と
え
ば
プ
開
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗

教
織
で
は
、
可
見
的
な
教
会
を
認
め
ず
、
個
人
命
中
幾
的
な
立
場
か
ら
、
教
会
法
を
否
定
す
る
と
い
う
考
え
方
、
た
と
え
ば
ル
タ

i
派
の
教

会
法
学
者
ゾ

i
ム
〈
的
o
v
p
M
N
H
H
品
三
喜
引
開
∞
た
l
g
H
斗
〉
の
「
教
会
法
は
教
会
の
本
震
と
矛
盾
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
し
か

的 宗教法の体系イむについて

し
宗
教
思
体
の
内
部
の
規
律
と
い
う
も
の
を
全
く
必
要
と
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り
治
教
法
は
必

す
る
も
の
と
解
ナ
べ
き
で

あ
ろ
う
。
叉
カ
ト
ザ

γ

タ
の
場
合
で
は
、
教
会
的
な
法
議
か
ら
発
せ
ら
れ
る
法
だ
け
を
認
め
て
、
こ
れ
の
み
を
教
会
法
と
す
る
と
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、

し
か
し
こ
の
治
教
法
的
な
も
の
の
み
宏
、

わ
れ
わ
れ
が
宗
教
法
と
葱
解
す
る
と
、

般
の
国
家
に
お
い
て
、
国
家
と
の

震
係
に
お
け
る
統
教
法
が
全
く
無
筏
さ
れ
て
し
ま
い
、
従
っ
て
そ
れ
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
的
現
象
の
現
わ
れ
る
関
係
の
函
か
ら
、
宗
教
法
を
分
析
す
れ
ば
‘
川
相

国
家
と
宗
教
と
の
欝
係
、
及
び
国
家
、
必
宗
教
団
体
と
の
関
係

に
お
い
て
成
立
す
る
の
が
、
統
教
法
で
あ
号
、
減

宗
教
団
体
と
そ
の
内
部
と
の
関
係
に
お
い
て
成
立
す
る
の
が
、
宗
門
自
治
法
で
あ
号
、
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こ
れ
役
特
定
の
宗
教
団
体
別
に
種
別
す
れ
ば
、
教
懲
教
規
、
宗
制
寺
法
、
教
緩
規
則
等
と
名
づ
け
ら
れ
、
同

さ
ら
に
関
際
開
関
係
に
お
い

て
成
立
す
る
の
が
国
際
宗
教
法
で
あ
号
、
こ
れ
は
宗
教
事
項
を
含
む
一
般
条
約
と
政
教
条
約
と
に
分
齢
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
も

の
を
、
す
べ
て
あ
わ
せ
て
宗
教
法
と
解
さ
れ
る
。

な
お
、
概
略
事
演
各
論
第
十
に
掲
げ
た
築
地
宗
教
法
に
つ
い
て
は
、

そ
の
範
混
同
か
綴
る
狭
く
、
特
殊
な
鈴
係
に
お
い
て
の
み
、
家
教
と

の
法
的
現
象
が
現
わ
れ
る
。
従
っ
て
墓
地
宗
教
法
と
い
う
よ
う
な
独
立
の
項
を
立
て
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

む、

さ
さ
か
疑
問
に
患
う
。
纂
地
関
係
の
も
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
箇
所
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ

で
は
、

応
独
立
の
項
を
起
し
て
お
い
た
。

つ
い
で
に
、
こ
こ
で
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

わ
が
爵
の
場
合
は
、
墓
地
緩
葬
等
に
関
す
る
法
律
か
ら
銭
て
も
、
墓
地
の
設
畿
、
使
用
、
経
営
管
潔
綿
布
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
直
接

宗
教
と
関
係
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
纂
地
に
慰
問
す
る
管
絡
庁
は
厚
生
省
で
あ
号
、
直
接
の
事
務
は
都
道
府
県
知
事
が
行
な
ゥ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
墓
地
の
設
鵬
践
者
、
管
理
者
、
経
営
者
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
設
置
者
唱
と
し
て
は
、
地
方
公
共
間
体
が
あ
た
っ
て
い
る
も
の
、

つ
ま
事
こ
れ
は
公
共
謀
地
で
あ
る
が
、

し
か
し
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
の
営
造
物
の
観
念
勺
説
明
す
べ
き
・
も
の
で
あ
q

て
、
格
別
、
宗
教

法
の
や
で
説
明
す
べ
き
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
又
入
会
権

C
認
め
ら
れ
る
共
同
墓
地
は
民
法
上
論
じ
ら
れ
よ
う
Q

又
特
別
公
共
団
体

の
一
つ
で
あ
る
財
産
区
が
、
墓
地
の
設
置
、
管
理
、
経
営
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
、

そ
れ
は
公
共
墓
地
の
一
績
で
あ
る
。
公
共
墓
地
は
、

憲
法
の
規
定
か
ら
穣
て
、
地
方
公
共
団
体
は
宗
教
性
質
事
項
に
つ
い
て
は
、
ヱ
す
渉
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
格
別
問
題
は
な
い
警
で
あ

教
会
が
設
償
者
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
境
内
義
姉
崎
は
従
q

て

る
。
次
に
境
内
慕
地
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
宗
教
法
人
、
特
に

地
L
」
教
会
慕
地
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
宗
教
と
糟
関
係
ナ
る
の
は
、
多
く
は
こ
の
境
内
墓
地
の
う
ち
の
寺
院
墓
地
で
あ
る
。
-
す

な
わ
ち
、
川
町

そ
の
寺
院
の
宗
教
宗
旨
を
信
仰
す
る
と

寺
院
と
薬
織
に
つ
い
て
永
代
使
用
契
約
を
す
る
場
合
に
、

そ
の
使
用
契
約
者
は
、

と
が
、
明
文
不
文
た
る
を
関
わ
ず
、
当
然
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
の
問
題
と
、
同

隊
捕
獲
の
場
合
〈
こ
れ
に
は
祭
出
融
緩
極
、
再
開
申
期
総
綴



及
び
転
宗
離
趨
が
あ
A
Vに
、
永
代
使
関
加
議
が
継
続
し
て
認
め
ら
れ
る
か
夜
か
と
、

H
L

お
い
て
、
転
索
後
の
宗
教

又
殊
に
、

の

そ
の
帯
霊
前
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
か
杏
か
が
関
越
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
凶
弘
、
本
質
的
に
は
、

関
係
の
問
題
で
あ
号
、
契
約
当
事
者
ハ
寺
院
と
個
人
〉

の
儀
式
(
典
礼
)
の
執
行
が
、

と
の

の
信
教
の

8
4
8
の
衝
突
の
問
題
で
も
あ
る
か
ら
、
宗
教
応
体
ハ
券
税
〉
の

で
論
ず

る
を
適
当
と
し
よ
う
。
殊
に
儀
式
(
典
礼
)
は
、
信
仰
の
情
的
面
の
発
露
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
教
義
を
綬
底
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
慕
と
関
係
す
る
も
の
に
戒
名
権
が
あ
る
。
戒
名
は
仏
教
独
自
の
も
の
で
、
出
家
受
戒
の
と
き
、

叉
は
死
後
受
戒
し
て
、
俗
名
を
改

め
て
、

つ
け
ら
れ
る
名
で
あ
る
が
、
問
題
に
な
る
の
は
後
半
世
で
あ
る
。
戒
名
権
は
、
寺
院
住
職
の
専
権
で
あ
っ
て
、
治
教
法
上
の
権
利
で

あ
る
。
従
っ
て
役
職
の
臨
機
利
の

っ
と
し
て
、
佐
織
の
館
所
ハ
綴
努
事
項
名
論
第
五
、
二
、
問
、

ω、
@
〉
で
論
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
戒
名
権
そ

の
も
の
は
、
宗
教
設
資
家
明
快
で
あ
っ
て
、
戒
名
の
綴
態
、
媛
、

遊
説
円
、
名
号
等
は
、
信
仰
の
厚
薄
に
基
づ
く
住
職
の
裁
量
で
あ
り
、

裁
判
所
の
審
査
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
解
怒
れ
る
。

と
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
戒
名

の
関
係
に
お
い
て
、

格
下
げ
事
件
〈
四
時
務
支
六
年
四
月
浦
和
地
方
裁
判
所
〉
や
不
平
等
戒
名
事
件
ハ
い
わ
ゆ
る
「
鱗
陀
緩
い
ハ

P
誌
と
紛
〉
淡
義
務
叫
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
間

題
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
た
だ
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
人
様
殊
に
平
等
機
の

の
問
問
題
と
な
ろ
う
。
な
お

近
、
止
往
穫
を
居
住
権
と
混
同
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
が
、
弱
者
は
全
く
別
概
念
で
あ
っ
て
、
止
住
権
時
弘
教
節
、
僧
侶
の
市
慌
の
所
で
論
ず
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べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
法
的
現
象
か
ら
観
察
し
た
宗
教
法
の
関
係
、
範
路
、
種
類
等
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
宗
教
法
の
定
義
を
必
要
と
す
る
(
繊
略
事
項
総

議量
費苦

、
三
〉
。

に
関
ナ
る
法
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
も
の
の
定
義
が
必
婆
と
な
っ
て
く
る
。
宗
教
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
宗
教
の

長
き
沿
故
串
と
研
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
学
説
も
百
を
越
え
る
と
い
わ
れ
る
ο

帝
閤
憲
法
時
代
の
宗
教

叉
現
行
の

ハ
悶
明
和
二
六
年
間
間
関
月
一
一
一
録
、
持
拡
錨
陣
第
一
一
一
六
回
守
〉
に
も
、

の
定
義

冊
以
体
法
〈
昭
和
一
間
年
閉
月
八
日
、
法
律
第
七
七
闘
す
〉
に
も



宗教法鋭利号(I事83‘ 5) 102 

規
定
は
な
い
。
た
だ
、
昭
和
二
年
の
宗
教
第
二
次
案
(
法
案
)
に
は
、
指
定
宗
教
の
制
度
を
採
用
し
て
い
た
ハ
綴
略
事
項
各
論
第
八
、

、
制
齢
世
開
閉
)

が
、
昭
和
閥
年
の
宗
教
第
三
次
案
ハ
法
案
〉
か
ら
は
、
姿
を
消
し
て
い
る
(
師
概
略
事
項
各
論
第
八
、
一
だ
国
参
照
)
。

宗
教
の
定
義
は
、

の

を
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
団
体
の
定
義
を
す
る
場
合
に
も
同
様
に
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

こ
で
は
、
宗
教
法
学
を
そ
の

の
研
究
際
的
と
す
る
の
や
、
あ
る
か
ら
、
宗
教
の
定
義
も
、
宗
教
法
学
上
、
必
要
妥
当
な
も
の
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
o

わ
が
閣
に
お
け
る
宗
教
法
に
つ
い
て
の

研
究
家
で
あ
る
野
村
涼
治
博
土
発
東
大
教
授
〉
、
下
問
怨
教
民

〈
昭
和
二
年
か
ら
三
年
ま
で
大
谷
大
学
に
お
い
て
宗
教
法
学
担
当
、
防
和
mm
年
蒸
祭
大
谷
派
内
問
数
学
総
長
〉
、
根
本
松
努
氏
〈
裁
判
官
閥
、
ゆ
邪
教
制
度
郷
後
会
齢
幹
事
、

宗
教
毘
体
法
制
定
に
参
与
)
等
は
、
宗
教
法
学
上
か
ら
、
宗
教
に
つ
い
て
次
の
如
く
定
義
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
宗
教
と
は
、
客
観
的
に
は
、

神
人
の
結
合
で
あ
号
、

主
鋭
的
に
は
、
人
類
の
信
仰
で
あ
る
。
叉
い
わ
ゆ
る
神
式
地
鎮
祭
違
憲
訴
訟
に
お
い
て
、
昭
和
四
六
年
五
月
二
儲

日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
は
、
憲
法
に
い
う
宗
教
の
定
義
と
し
て
、

「
超
自
然
的
、
超
人
間
的
本
質
ハ
す
な
わ
ち
絶
対
者
、
造
物
主
、
至
一
絡
の
存
在

轍
て
な
か
ん
ず
く
綿
、
仏
、
緩
轍
乏
の
存
筏
安
確
信
し
、
岡
実
敬
崇
拝
す
る
心
情
と
持
為
」
を
い
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
宗
教
法
学
上
の
、

従
来
の
通
説
的
疑
解
と
い
づ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
国
家
が
宗
教
の
定
義
を
す
る
と
、
こ
の
定
義
に
該
当
す
る
も

の
だ
け
が
宗
教
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
は
、

の
自
白
か
ら
観
た
場
合
に
問
問
題

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
号
、

が
生
ず
る
。
本
来
、
局
家
に
よ
っ
て
宗
教
と
認
定
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
宗
教
で
あ
っ
て
、
間
家
か

つ
て
宗
教
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
富
家
は
宗
教
立
法
に
お
い
て
、

で
な
い

k
い
わ
れ
た
か
ら
と
い

一
定
の
限
界
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

要
す
る
に
宗
教
法
と
は
、
上
述
の
如
く
解
さ
れ
る
宗
教
と
、

国
家
、
宗
教
団
体
、
億
人
、
題
際
罷
係
等
と
の
関
係
に
お
い
て
生
ず
る
法

的
現
象
と
し
て
成
立
す
る
法
を
す
べ
て
広
く
い
う
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
学
説
上
は
、

そ
の
法
の
性
質
、
内
容
、
範
囲
等
に
つ
い
て
は
、

古
来
学
者
の
説
く
と
こ
ろ
区
4

で
あ
っ
て
一

て
い
な
い
。
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
法
規
説
、
宗
教
制
度
法
説
、
宗
教
行
政
法
説



等
が
あ
る
。

次
に
、
宗
教
法
の
法
源
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。

前
述
の
如
く
、
宗
教
法
を
定
義
づ
け
る
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
宗
教
法
の
法
源
(
宗
教
法
の
行
な
わ
れ
る
形
式
〉
と
し
て
、
宗
教
成
文
法
、
宗

教
慣
習
法
及
ぴ
宗
教
判
例
法
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
宗
教
成
文
法
は
、

さ
ら
に
、

直
接
統
教
法
令
、
統
教
関
係
法

令
及
び
治
教
成
文
法
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
面
略
事
項
総
論
第
二
参
照
〉
。
直
接
統
教
法
令
と
し
て
は
、

日
本
国
憲
法
中
宗
教
に
関
す
る
条

項
、
宗
教
法
人
法
、
宗
教
法
人
審
議
会
規
則
、
社
寺
等
に
無
償
で
貸
付
け
て
あ
る
固
有
財
産
の
処
分
に
関
す
る
法
律
、
同
施
行
令
、
同
施

行
規
則
、
同
施
行
に
関
す
る
件
、
社
寺
等
の
国
有
境
内
地
取
扱
規
程
等
が
あ
り
、
統
教
関
係
法
令
と
し
て
は
、

H
そ
の
基
本
的
な
も
の

と
し
て
、
教
育
基
本
法
、
社
会
教
育
法
、
国
家
公
務
員
法
、
地
方
公
務
員
法
、
青
年
学
級
振
興
法
、
労
働
基
準
法
、

労
働
組
合
法
、
職
業

安
定
法
、
破
壊
活
動
防
止
法
、

日
本
赤
十
字
社
法
、

人
権
擁
護
委
員
法
、
・
法
例
等
が
あ
り
(
各
関
係
条
文
略
、
以
下
同
じ
)
、
同

宗
教
法
人
登

記
及
び
争
訟
関
係
の
も
の
と
し
て
、
民
法
、
民
法
施
行
法
、
非
訟
事
件
手
続
法
、
破
産
法
、
商
業
登
記
法
、
法
人
登
記
規
則
、
商
業
登
記

規
則
、
行
政
不
服
審
査
法
、
民
事
訴
訟
法
、
裁
判
所
法
等
が
あ
り
、
国

教
育
関
係
の
も
の
と
し
て
、

一
般
ノ
教
育
ヲ
宗
教
ノ
外
ニ
特
立

セ
シ
ム
ル
件
、
学
校
ニ
於
ケ
ル
宗
教
教
育
ノ
取
扱
改
正
ニ
関
ス
ル
件
、
監
獄
法
、
同
施
行
規
則
等
が
あ
り
、
岡

差
押
制
限
禁
止
に
関
す
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る
も
の
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
、
国
税
徴
収
法

地
方
税
法
等
が
あ
り
、
価

証
言
拒
否
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
、
刑
事

訴
訟
法
等
が
あ
り
、
同

文
化
財
保
護
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
文
化
財
保
護
法
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
ま
た
は
重
要
民
俗
資
料
の
管
理

に
関
す
る
届
出
書
等
に
関
す
る
規
則
等
が
あ
り
、
出

法
、
相
続
税
法
、

地
方
税
法
、

租
税
髄
係
の
も
の
と
し
て
、
資
産
再
評
価
法
、
財
産
税
法
、
所
得
税
法
、
法
人
税

関
税
定
率
法
、
宗
教
団
体
に
寄
贈
さ
れ
た
物
品
の
う
ち
関
税
を
免
除
す
る
も
の
指
定
等

登
録
免
許
税
法
、

が
あ
り
、
同

刑
事
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
刑
法
、
軽
犯
罪
法
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
取
締
法
、
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
、
刑

地
方
自
治
法
、
道
路
交
通
法
等
が
あ
り
、
出

事
訴
訟
法
、
陪
審
法
、
公
職
選
挙
法
、

国
際
関
係
条
約
に
は
、
国
際
連
合
憲
章
、
画
際
連
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日
米
友
好
通
商
航
海
条
約
等

合
教
育
科
学
文
化
機
関
憲
章
、
国
際
労
働
機
関
憲
章
附
属
書
国
際
労
働
機
関
の
目
的
に
関
す
る
世
界
宣
言
、

が
あ
り
、
州

宗
教
行
政
組
織
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
省
設
置
法
、
文
部
省
組
織
令
、

地
方
自
治
法
等
が
あ
る
。
治
教
成
文
法
に

は
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
い
て
認
証
さ
れ
た
各
宗
教
団
体
の
宗
教
法
人
規
則
の
ほ
か
、
各
宗
教
団
体
独
自
に
定
め
る
教
憲
、
宗
憲
、
宗
制
、

宗
綱
、
宗
法
、
教
規
、
会
規
、
寺
法
、
規
則
等
と
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

宗
教
団
体
に
は
、

そ
の
内
部
組
織
そ
の
他
各
般
の
事
項
を
処
理
す
る
に
あ
た
り
、
成
文
法
規
叉
は
成
文
規
則
が
な
く
、

そ
の
団
体
に
お

い
て
従
来
慣
行
さ
れ
て
き
た
宗
教
的
特
性
と
伝
統
に
基
づ
く
慣
例
、
い
わ
ゆ
る
「
し
き
た
り
」
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
、
当
事
者
も
、
ま
た

こ
れ
に
従
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
教
界
一
般
、
或
は
教
宗
派
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
宗
教
団

体
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
宗
教
法
人
法
は
、
宗
教
法
人
の
代
表
役
員
及
ぴ
責
任
役
員
に
対
し
、
法
令
、
規
則
ま
た
は
規
程
に
違

反
し
な
い
限
り
、
宗
教
上
の
規
約
、
規
律
、
慣
習
及
び
伝
統
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
当
該
宗
教
法
人
の
業
務
及
び
事
業
の
適
切
な
運
営
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
義
務
を
規
定
し
(
同
法
第
一
八
条
第
五
項
)
、

又
国
及
ぴ
公
共
団
体
の
機
関
は
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
公
租

公
課
に
関
係
あ
る
法
令
を
制
定
す
る
場
合
、
こ
の
法
律
を
改
廃
す
る
場
合
、
公
租
公
課
の
賦
課
徴
収
に
関
し
境
内
建
物
、
境
内
地
そ
の
他

の
宗
教
法
人
の
財
産
の
範
囲
を
決
定
す
る
場
合
等
に
お
い
て
、
宗
教
法
人
の
宗
教
上
の
特
性
及
ぴ
慣
習
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し

、
さ
ら
に
宗
教
法
人
法
の
い
か
な
る
規
定
も
、
文
部
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
、
裁
判
所
に
対
し
、
宗
教
団
体
に
お
け

(
同
法
第
八
四
条
)

る
信
仰
、
規
律
、
慣
習
な
ど
宗
教
上
の
事
項
に
つ
い
て
い
か
な
る
形
に
お
い
て
も
調
停
干
渉
す
る
権
限
を
与
え
、

叉
は
宗
教
上
の
役
職
員

の
任
免
そ
の
他
の
進
退
を
勧
告
し
、
指
導
し
、
も
し
く
は
こ
れ
に
干
渉
す
る
権
限
を
与
え
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て

い
る
(
同
法
第
八
五
条
〉
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
統
教
関
係
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
治
教
関
係
に
お
い
て
も
、
慣
習
法
が
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
解
し
得
る
。

判
例
は
法
の
公
定
解
釈
を
示
す
も
の
で
、
宗
教
法
に
お
い
て
も
、
宗
教
法
判
例
に
そ
の
法
源
性
を
認
め
て
よ
い
。



お
本
稿
は
、
わ

り

の
都
合
上
、
十
分
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
概
略
事
項
の
う
ち
、
全
く
触
れ
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
や
、
説
明
不
十
分
の
と

「
宗
教
法
の
体
系
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
当
学
会
で
報
告
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
時
間

こ
ろ
は
、
拙
著
「
宗
教
法
の
研
究
」
と
、
出
版
予
定
の
「
宗
教
法
学
原
論
」
等
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

105 宗教法の体系化について




